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「
国
民
民
主
党
」
は
、
「
立
憲

主
義
と
国
民
主
権
・
基
本
的

人
権
・
平
和
主
義
を
断
固
と

し
て
守
り
、
国
民
と
共
に
未

来
志
向
の
憲
法
を
構
想
し
ま

す
」
「
専
守
防
衛
を
堅
持
し
、

現
実
的
な
安
全
保
障
を
築
き

ま
す
二
開
か
れ
た
国
益
と
広

範
な
人
間
の
安
全
保
障
、
恒

久
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
目

指
し
ま
す
」
（
綱
領
）
と
比
較

的
穏
健
な
内
容
を
宣
言
し
て

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
憲
法
改
正
に

向
け
た
論
点
整
理
」
で
は
、

①
緊
急
事
態
条
項
の
創
設
②

憲
法
９
条
に
つ
い
て
は
、
自

衛
隊
・
自
衛
権
を
憲
法
に
書

き
入
れ
る
Ｉ
と
Ｎ
強
力
に
憲

法
改
正
を
進
め
、
軍
事
大
国

化
を
目
指
す
も
の
に
変
貌
し

ま
し
た
。

緊
急
事
態
条
項
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
（
Ａ
）
他
国
か

ら
攻
撃
さ
れ
た
場
合
（
Ｂ
）
内

乱
が
発
生
し
た
場
合
（
Ｃ
）
大

災
害
が
発
生
し
た
場
合
（
Ｄ
）

感
染
症
が
拡
大
し
た
場
合
、

緊
急
時
に
行
政
府
が
機
能
で

き
る
必
要
が
あ
る
と
い
い
ま
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す
。
し
か
し
、
ま
ず
（
Ｃ
）
大
災

害
や
（
Ｄ
）
感
染
症
の
蔓
延
で

す
が
、
災
害
に
関
し
て
は
災

害
対
策
基
本
法
を
基
本
と
し

て
、
火
山
の
噴
火
、
地
震
、

津
波
、
原
子
力
災
害
な
ど
発

生
原
因
ご
と
に
法
律
や
特
別

措
置
法
が
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
災
害
救
助
法
も
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
法
律
の
充

実
で
対
応
で
き
ま
す
。

ま
た
、
（
Ａ
）
他
国
か
ら
の

攻
撃
の
場
合
や
（
Ｂ
）
テ
ロ
・

内
乱
の
場
合
に
、
緊
急
事
態

条
項
に
よ
り
憲
法
を
停
止
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
前
触
れ
な
く
他
国

が
攻
撃
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
紛
争
に
際
し
て

は
外
交
で
相
手
国
と
の
交
渉

の
努
力
が
先
で
す
。
例
え
ば
、

い
か
な
る
国
も
境
界
争
い
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
争

い
が
す
べ
て
武
力
衝
突
と
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
交
渉
し
、
現
状
維
持
か
問

題
の
最
小
化
で
対
応
で
き
ま

す
。
ま
し
て
尖
閣
諸
島
を
武

力
で
奪
取
す
る
な
ど
の
軍
事

一
~

行
動
は
考
え
ら
れ
ま
ど

せ
ん
。
得
ら
れ
る
利
を

益
よ
り
外
交
上
の
損
す

失
が
余
り
に
大
き
い
強

か
ら
で
す
。
ま
た
、
内
除

乱
を
怖
れ
る
よ
り
、
す

国
民
の
意
見
を
よ
く
・

聞
く
民
主
主
義
の
発
原

展
に
力
を
尽
く
す
べ

き
で
す
。
テ
ロ
は
篝
論

察

問

題

で

す

。
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党
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書
き
入
れ
て
、
そ
の
行
動
の
峠

抑
制
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
》

要
と
い
い
ま
す
が
、
危
険
な
》

内
実
を
も
っ
て
い
ま
す
。
実
恥

は
、
同
党
は
軍
事
費
を
増
や
雑

し
、
自
国
を
守
る
軍
事
力
の
》

増
強
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
卦置

て
い
る
の
で
、
自
衛
隊
の
書
州専

一

き
入
れ
は
９
条
無
効
化
を
目
搾

指
す
も
の
で
す
。
同
党
代
表
》

は
、
イ
ザ
と
い
う
と
き
に
米
一

国
は
日
本
を
守
ら
な
い
、
自
僻垂

口

分
の
国
は
自
分
で
守
ら
な
け
悟

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
い
ま
す
。
》

さ
ら
に
憲
法
９
条
は
日
本
を
《

守
ら
な
い
、
武
器
を
持
っ
て
峠一
口

い
な
い
と
却
っ
て
攻
め
込
ま
搾

れ
る
と
ま
で
い
い
ま
す
。
》

し

か

し

、

抑

止

と

い

う

武

部壷
一

力
均
衡
は
簡
単
に
破
綻
し
ま
岬一

》

す
。
抑
止
を
高
め
る
Ⅱ
武
器
帳

の
増
強
が
武
力
行
使
の
誘
惑
》

を
招
く
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
卦一

』

の
銃
乱
射
事
件
が
証
明
し
て
州一

一

い
ま
す
。
銃
乱
射
事
件
は
、
一
に拙

岬

銃
の
保
持
が
許
さ
れ
て
い
る
》

か
ら
で
す
。
国
同
士
も
、
話
認差

し
合
い
を
絶
つ
と
、
相
手
よ
僻冨

り
強
い
武
力
を
持
と
う
と
し
》

て
互
い
に
軍
事
力
の
増
強
を
一

図
り
ま
す
し
、
そ
う
な
る
と
部一

一

外
交
的
に
解
決
で
き
る
こ
と
州雷

も
武
力
で
の
解
決
に
依
存
し
悟

よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
》

ど
の
国
よ
り
も
強
大
な
武
力
諦幸

』

を
持
つ
こ
と
な
ど
不
可
能
で
雑

す
。
そ
れ
よ
り
、
外
交
力
を
径、

Ⅷ

強
化
し
、
米
中
緊
張
を
取
り
一ｍ

叩

除
く
努
力
の
ほ
う
が
大
切
で
諦勾
幸

す
。
在
日
米
軍
墓
地
の
強
化
秘

・
拡
大
が
ア
ジ
ア
の
緊
張
の
鐸

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
《

国
民
民
主
党
の
憲
法
改
正
部

論
議
は
、
平
和
国
家
日
本
の
椎

向
か
う
方
向
と
は
相
容
れ
な
》

い

も

の

で

す

。
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~

耐

閉

会

し

た

国

会

憲

法

審

一
帽
査
会
で
は
、
改
憲
派
の
与

崔
野
党
か
ら
、
緊
急
事
態
で

一
選
挙
が
で
き
な
い
と
き
に

《
国
会
議
員
の
任
期
延
長
を

》
認
め
る
規
定
を
憲
法
に
新

荏
一
設
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ

抑
ｗ

一
ま
し
た
。
解
散
や
任
期
満

認
了
に
よ
り
衆
議
院
ま
た
は

一
車

蹄
参
議
院
の
議
員
が
不
在
に

一
酉

梧
な
り
、
議
会
の
意
思
決
定

岬
岬

》
が
で
き
な
く
な
る
事
態
を

闇
防
ぐ
こ
と
が
理
由
と
さ
れ

卦

て

い

ま

す

。

峠
し
か
し
、
現
行
制
度
上

窪
も
緊
急
の
備
え
は
設
け
ら

一
尋
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
は
、
衆

諦
議
院
解
散
の
日
か
ら
蛆
日

辱
幸

岬
以
内
に
総
選
挙
を
行
い
、

』

一

帳
選
挙
の
日
か
ら
鋤
日
以
内

崖
に
国
会
を
召
集
す
る
こ
と

《
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
閉

諦
会
中
緊
急
の
必
要
が
あ
れ

鋸
ば
参
議
院
の
緊
急
集
会
を

》
開
く
こ
と
で
緊
急
時
の
備

字
え
と
し
て
い
ま
す
（
別
条

認
１
，
２
項
）
。
な
お
、
同
条
の

垂

一

州
文
言
は
衆
議
院
の
「
解
散
」

二
一

帳
の
場
合
を
規
定
し
て
い
ま

》
す
が
、
当
然
任
期
満
了
に

《
よ
る
場
合
を
含
ん
で
い
る

恥
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

峠
（
も
ち
ろ
ん
解
釈
）
、
憲
法

儒
制
定
当
時
の
議
論
も
そ
の

一
二
副
提
が
あ
っ
た
と
考
え
る

計
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

一
巨

州
て
、
半
数
改
選
制
を
採
用

一
一

帳
す
る
参
議
院
は
、
常
に
半

、
、

窪
分
の
議
員
が
議
会
を
構
成

》
し
て
緊
急
集
会
を
開
く
こ

州
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
完

一
■
■

■
■
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・
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■
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凸
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一
ヰ
■
■
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■
Ｆ
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凸
亨
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■
』
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肩
凸
・
Ｐ
ｐ
ｑ
Ｃ
・
・
●
Ｌ
■
ａ
■
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凸
。
。
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■
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耳
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■
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■
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■
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申
角
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■
》
■
■
Ｐ
・
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■
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■
■
・
・
・
③
毎
句
凸
登
■
ご
Ｇ
■
■
凸
①
牛
呈
三
三
■
■
二
日
■
凸
・
凸
今
呂
呂

■
■
■
■
■
。
■
弓
毎
合
・
三
■
召
・
■
■
金
④
冒
凸
冒
自
■
■
酋
匿
■
Ｐ
ｐ
Ｆ
Ｐ
切
言
年
■
■
且
■
胃
③
目
・
与
雪
■
■
■
■
呂
争
目
晋
冒
■
■
・
■
■
Ｆ
畠
。

”
Ｔ
Ｌ
ｒ

踞
踞
函
手
中
４
１
出
謁
噛
陪
芋
１
Ⅲ
贈
閥
侶
踞
ｒ

国会議壼の任期延長について自民党が示してい

る条文イメージ(たたき台素案） 権力の暴走許す危険性が
長
雛
謹
灘
瀦
臓

延
と
に
な
り
ま
す
。

さ

ら

に

、

公

職

選

挙

法

期
で
も
、
天
災
な
ど
で
投
票

任
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

の
覺
口
、
別
期
日
に
改
め
て

亘
貝
投
票
す
る
制
度
繰
延
投

議

需

封

零

項

）

な

ど

が

る

以

上

の

諸

制

臺

襄

斗
ノ
に
し
、
さ
ら
に
不
在
者
投

１
Ｖ
票
制
度
の
拡
充
等
の
対
策

輔
を
講
じ
て
も
、
全
国
的
に

１
１
長
期
間
選
挙
が
で
き
ず
、

態
雲
が
鑿
し
な
い
と
い

諜
悪
蕊
調
潔
震

緊１回終皇
軍
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Ｂ

■

昌

・

凸

垂

・

年

・

■

■
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■

■

・

・

■
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●

皇

ら

』
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■

●

●

■

■

甸

弓

。

・

今

三

色

■

■

■

口
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毛

争

冨

峰

凸
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』

■

■

■

■

呂

言

・

冨

一

■

■

■

■

■

■

種

守

一

二
■
■
■
■
●
凸
呂
冒
呂
口
匡
Ｂ
Ｐ
亀
・
呂
呂
三
円
■
■
■
・
・
詞
呂
含
吾
■
■
日
■
冑
号
弓
曽
■
■
凸
■
■
皇
宮
言
晨
■
■
■
■
２
・
の
三
二
冒
８
句
ｇ
打
つ
呂
言
凸
昆
■
■

■
■
今
舌

朋
舞
霊

鑑識

驚灘Ｉ

ｈ

Ｌ

~大地震その他の異常力

は、国会は、

第六十四条の二

の多数で、そ

総選挙又は参
Ｆ

１

同

閥

■

■

日

4呂仏

蕊
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聖
霊
Ⅱ
閲
窒
壷
壺
朋
加
罵
壺
露
閲
Ⅱ
筆
記
詔
巽
Ⅱ
削
謂
鶚
嬰
Ⅲ
Ⅲ
函
唯
叩

ワ

一

一

も
想
定
し
に
く
い
と
考
え
》一

一

ら

れ

ま

す

。

’

一

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
畢

下
で
も
感
染
状
況
は
地
域
部二
画

的
に
偏
り
が
あ
り
、
感
染
榊尋
中

対
策
を
採
っ
て
も
全
国
的
帳

に
選
挙
が
で
き
な
い
状
況
》

が
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
す
謡

し
、
緊
急
事
態
宣
言
下
の
部

２
０
２
０
年
７
月
に
東
京
帳

都
知
事
選
挙
は
実
施
さ
れ
》

ま

し

た

。

》

む
し
ろ
、
緊
急
事
態
を
卦宰
一

理
由
に
選
挙
を
行
わ
な
い
州』
一

弊
害
を
考
え
る
必
要
が
あ
搾

り

ま

す

。

幸

コ
ロ
ナ
禍
で
体
験
し
た
卦
↓

よ
う
に
、
緊
急
事
態
こ
そ
誰

権
力
に
よ
る
人
権
侵
害
の
》

恐
れ
が
高
ま
り
ま
す
か
ら
、
》

選
挙
は
重
要
性
を
増
し
ま
一

す
。
そ
の
時
に
選
挙
を
停
誹一
零

止
す
れ
ば
、
国
民
が
主
権
岬一
一

者
と
し
て
「
全
国
民
を
代
搾叫
仙

表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
》

（
鳴
条
）
」
を
選
出
し
、
国
一

会
を
通
じ
て
内
閣
を
監
視
認

す
る
（
船
条
３
項
）
機
会
を
》

奪

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

》

さ

ら

に

、

自

民

党

の

緊

一

急
事
態
条
項
案
は
、
国
会
副
一一

一

の
法
律
に
よ
ら
ず
、
内
閣
州垂

の
政
令
で
人
権
制
限
を
可
》

能
と
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
一

権
力
の
暴
走
に
歯
止
め
を
一

か
け
る
機
会
が
ま
っ
た
く
圭

な
く
な
り
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
が
、
》

緊
迫
し
た
内
外
情
勢
を
理
一

由
に
、
衆
議
院
の
任
期
を
副

１
年
延
期
し
て
い
た
間
に
皿

起
き
た
こ
と
は
、
歴
史
の
教
唖

訓
と
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
》

す
。
（
白
土
哲
也
弁
護
士
）
一

（

お

わ

り

）
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